
1

令和４年度 第２回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和４年１１月１５日（火）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

市役所南庁舎２階 ２０１会議室

３ 出席構成員

千頭聡、尾川康子、伊藤紀子、鶴田絹子、新田美得、大川正喜、市川隆之、

鏡山雅臣、藤村育子 計９名

４ 欠席構成員

なし

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、

環境課長補佐：西尾元伸、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題

尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定状況について

８ 報告事項

プロジェクトでの意見交換結果について

９ 会議の要旨

（環境課長） 定刻になりましたので、ただ今から「令和４年度第１回 尾張

旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ、会議にご出席いただき、誠にありが

とうございます。なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開

に関する基準」に基づき、傍聴を認めていること、また、本会議

の内容については情報公開の対象となることも、あわせてご了

承いただきますようお願いいたします。

それでは、本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

それでは、次第に沿って会議の進行をさせていただきます。次

第１「千頭座長あいさつ」です。千頭先生、お願いします。

1.座長あいさつ

（千頭座長） みなさん、おはようございます。千頭です。他の自治体で、バ

イオごみ、尾張旭市で言えば処分するごみ、いわゆる燃やすごみ

と、それからプラスチックの話でおもしろい話があるのでご紹
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介します。ある町で、曜日は違いますが、燃えるごみの収集と容

器包装プラスチックの収集に、同じパッカー車を使っていたと

ころ、それを見ていた市民の方の多くは、同じパッカー車で来て

いるのだから、どうせプラスチックも一緒に燃やしているのだ

ろうと思っていて、それが、こういう場で議論してみて初めて、

そうではないのだと、ちゃんと行き先が違うのだということが

分かったということが結構あって、なかなかごみの問題は、毎日

の生活なのですが、行政が発信していても伝わっていない部分

がいっぱいあるので、そこら辺のミスマッチ、かみ合っていない

ところがうまくかみ合うと、もっともっと循環型社会が進むか

なと、このような会議に出席していて思いました。今日もよろし

くお願いします。

（事務局） ありがとうございました。

（千頭座長） 議題としては、現在尾張旭市では一般廃棄物処理基本計画を、

改定をされているということですので、その状況についてご報

告いただきます。特に、本日は、アンケート結果のお話があるか

と思います。では東和さん、よろしくお願いします。

（東和） 資料説明

【議題 審議】

（千頭座長） ありがとうございました。

（鏡山構成員） 事業所ヒアリングで、業界が分かれているのは理解できるの

ですが、選定理由とか、選定基準が何か、きちんとしたものがあ

るのでしょうか。

例えばイトーヨーカドーさんは、セブンアイホールディング

スということでサスティナビリティに関する膨大なデータがあ

ります。このような事業体が市の事業者の排出量として非常に

多くあるのであれば、対策をとる必要があると思います。でも、

企業、業態規模がある程度あって、きちんとやれている企業さん

だけでなく、そこの少し下のところの、なかなかできていないよ

うな企業さんというのをターゲットにすべきてはないのかなと、

少し疑問に思ったのです。今回のこれがだめなのではなくて、そ

ういうのを検討課題として入れるべきではなかったのかなとち

ょっと疑問でしたので、選定基準をお聞きしたかったと思いま

す。

（事務局） きっちりした基準があるわけでないのですが、市内で一番大

きな小売店ということで、イトーヨーカドーさんにさせていた

だきました。ピアゴさんも次いで同様の理由で選定しました。

たしかに、小さいところの方を選択した方がという意見もよ

く分かるのですが、なかなかそういう店は忙しくて対応できな
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いと、お断りされるケースもありました。ある程度の規模がある

ところが、選ばれたというところです。

（千頭座長） できてなさそうなところにヒアリングをして、できてないこ

とを指摘するというのもひとつかもしれませんが、分かってい

るところの達成状況を見て、それを目標にするというヒアリン

グもあります、両方あります。他はいかがでしょうか。

（鶴田構成員） ごみ組成調査ですが、これは出されたごみを調査するのです

か。中身を見るのですか。

（事務局） はい、これは大変な作業なのですが。市内を５地区に分けまし

て、各地区３０袋程度のごみ袋を回収してきて中身を開けて選

別しています。

（千頭座長） 実は、尾張旭市ではすごく前から、住宅地の特性ごとに組成調

査をされているので、よかったら、過去やってきた調査を含めて、

簡単に、次回、紹介されてもいいかもしれないですね。すごく頑

張っていただいていると思うので。他はいかがでしょうか。

市民アンケート回収率が５７％というのはすごく高いですね。

多分、１０ポイント以上、他の地域に比べたら高いです。だから、

みなさんが関心を持っておられると、前向きに評価してもいい

かもしれないです。

事業所ヒアリングの中で、プラスチックごみについてヒアリ

ングをしたということですが、このプラスチックごみはどのよ

うなものをイメージされているのでしょうか。

（東和） 基本的には、プラスチックごみは法律的には産業廃棄物です。

ただ、やはりそうはいっても、事業者さんがそういう、弁当のカ

ラとか出されますので、そういうのをどう処理をされています

かとか。どうしたごみで出ていますかとか。そういう対策をヒア

リングできたらと考えています。なかなかヒアリングしたくな

いという事業者さんもいらっしゃるものですから、今回は、積極

的にヒアリングできる事業者さんにお願いして、今後、継続的に

やるのであれば、まずは積極的に行っている事業者を中心にさ

せていただきながら、適宜やっていけば、事業者さんにも市のル

ールを普及啓発できるのではないかなと考えています。

（千頭座長） 市としたら、事業所からでてくるペットボトルは、一般廃棄物

として出していいというふうに対応してされているのか、それ

ともなにも言わないことにしているのか。

（事務局） あえてそこまで調べていませんが、正しくは産業廃棄物とし

て排出していただくものと考えています。

（千頭座長） 法律上はグレーゾーンなので、でも自治体はペットボトルは

もう、燃えるごみで、家庭系として出していいよとしているとこ

ろが圧倒的に多いと思います。厳密に法律を解釈したらプラス



4

チックはすべて産業廃棄物なので、処理コストがとんでもなく

高い。うまく聞かないとなかなか本当のことはいっていただけ

ないと思いますので。あまり追求するヒアリングではなくて、お

聞きすることでいきましょう。

他はどうでしょうか。先ほど鶴田構成員にご質問いただいた

組成調査、写真撮っていらっしゃると思うので、写真をご覧なら

れた方がいいかもしれませんね。見たくないと思うかもしれま

せんが。われわれが出したごみですし。

（鏡山構成員） テレビの放送で数日前に、ペットボトルの価格が上がってい

ることが取り上げられていました。とある企業では特許を持っ

ていて、分子レベルでの仕分けができて、それを再生成して、ま

たペットボトルが作れるとのことでした。

今、各自治体と個別契約を順次交わしているような企業さん

もでてきています。そうすると、今、例えば、われわれが仕分け

をして出しているペットボトルの処理ルートは、その２０％ぐ

らいが再ペットボトルにならず、捨てるしかないのですが、そ

れが１００％ペットボトルに変えられますということでした。

今、自販機のペットボトルについて、順次、各飲料メーカーさ

んと契約されているようです。なぜそういうことをしているか

というと、各飲料メーカーがペットボトルは石油由来じゃない

ものを１００％使いますと公言したのが、ここ少し前にあった

ためです。ペットボトルはきちんと対処すると市の財政もいい

方向に向かうのかなと思います。

（千頭座長） 今の話は事務局の方で少し補足していただいた方がいいかも

しれませんね。市の財政がという話があったので。ペットボトル

はどうなっているのかという話をしていただいてもよいでしょ

うか。

（事務局） 今日、お配りした資料を見ていただくと話が早いかと思いま

す。中日新聞の記事のコピーをお配りしていますが、ちょうど、

鏡山構成員のおっしゃられた内容そのままなのですが、ボトル

からボトルに再生することを水平リサイクルというのですが、

豊田通商さんが考えておられて。ちょうど、尾張旭と、瀬戸と、

長久手と３市が揃って、この取り組みに関わっていこうと考え

ております。まだ、正式に公表しているわけではありませんが、

内々に進んでおります。先日滋賀県の工場に行き、リサイクルシ

ステムを見せていただいたのですが、四角につぶして積まれた

ペットボトルのベールの山が積まれていて、すごくカラフルな

のです。なんでこんなにいろんな色が使ってあるのか聞くと、ほ

とんどが事業系のペットボトルで、自販機の隣の回収ボックス

などで回収したもので、中に入ってくるものが、そのままベール
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になり、空き缶とか雑誌とかが挟まっているため、カラフルだと

いうことでした。一方で自治体から持って行くペットボトルは

分別もかなりされていて本当に透明に近くきれいなので、質が

良く、高く買い取っていただけるという話もあります。市の財政

も潤うという側面もあるので、進めていきたいと思っておりま

す。

（千頭座長） ありがとうございます。アルミ缶の水平リサイクルは、エネル

ギーの使用量が３％ぐらいで済むのですが、ペットボトルの水

平リサイクルだと石油からペットボトルをつくるのに比べて、

１０％ぐらいはエネルギー使用量が削減されるのと思います。

石油資源の節約にもなりますし、エネルギー減にも効果があり

ます。ですが今言われたように、問題はいかにきれいにペットボ

トルだけを集めるかということですよね。飲み残しのジュース

が入ったまま蓋をして捨てられているものも少なからずあるの

で。

一般廃棄物基本計画の中で、事業系一般廃棄物を減らすとい

うところも苦労されていると思います。事業系一般廃棄物の排

出量の削減目標を出しているところはほとんどないと思うので、

すごく難しいと思います。事業系も頑張っていただけたらと思

います。

【報告事項】

（千頭座長） では２つめの「プロジェクトでの意見交換結果について」とい

うことで、更なるごみの減量・資源化について、資料の説明をお

願いします。

（事務局） 【資料説明】（資料２、３）

（千頭座長） それではいったん分けて、ひとつめが「更なるごみの減量・資

源化について」です。

（鏡山構成員） 町内会費がどう使われているかが伝わりにくいとのことです

が、市内の電柱に、「町内にある防犯灯は町内会費で設置管理し

ています。」との掲示がありました。こういったものが広く浸透

していけば、町内会の費用の使い道や活動が広まり、町内会加入

への一つのきっかけになるのではないかと思います。

（新田構成員） それは市民活動課で作成している看板です。

（鏡山構成員） 私が住んでいる地域はこういうものはありません。結局は、町

内会全体にこういうのがきちんと行きわたっていないのではな

いかと思います。町内会に入るメリットが、市全体にいきわたっ

てないような状況が見受けられるのではないですか。単純にご

みといいますが、町内会の活動は非常多岐にわたっていて、アク

ションしていかないと、なかなか理解していただけないという
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ことだと思いますので、そうした看板を浸透させていくことも

重要だと思います。

（新田構成員） 一応制約があり、貼れる箇所が限定されています。中部電力さ

んの電柱には貼れません。ここで貼ってあるのは、ＮＴＴさんの

電柱、それから、自治会が独自に設置した柱、防犯カメラなどの

ために各自治体が配線を引っ張ってたてたポールなどです。貼

れる箇所に制限があるので、そういう意味では偏りがあるとい

う可能性は大いにあると思います。

（鏡山構成員） 中部電力、ＮＴＴということで個別の事業体である場合、だい

たい共架柱だと思うのですが、あれは中部電力の管理ですか。

（新田構成員） そのとおりです。

市民活動課に必要数を申請すれば、看板自体は作成してもら

えますが、貼れる所に制約があるのは事実です。

それから、地域との連携という意味では今年の４月の時点で、

尾張旭市の自治体加入者数は、６割を切りました。ということは、

４割の方に対して連携がとれない状況です。

（鏡山構成員） ごみ集積場所というのは、必ず誰もが行きますので、そういう

ところで町内会費がどう使われているかなどの看板を貼れない

のかなといまちょっと思ったのですが。

（新田構成員） 先ほどの、集積場所の調整で一番困るのは、新たに開発された

ときです。そこにコンタクトを取って、そこに必ずごみをおける

スペースを確保してくださいという要請を自治会が出していま

す。一番困るのが、市がどの事業者が開発しているのか情報を教

えていただけないので、われわれがいろいろなところを探り当

てながら交渉せざるをえない、そういう意味ではかなり困難き

わめます。

（事務局） 宅地開発要綱に基づき申請が出ている場合は、御連絡をいた

だければ事業者をお教えすることはできます。

（千頭座長） 市は宅地開発要綱に基づき、集積所をもうけるように指導し

ているのですか。要綱ですから、法的拘束力はないですけれども。

実際は、市の要綱に従って集積所を設けていただいている感じ

ですか。

（事務局） そのとおりです

（千頭座長） ありがとうございます。他はいかかでしょうか。

（新田構成員） 広報の問題です。瀬戸市が令和５年９月から、ごみの袋に一部

処理費用を上乗せして販売されるとのことです。直接処理費で

はありませんが、そういったかたちの負担を瀬戸市は求めてい

る。これは活用し、尾張旭でも大いにＰＲしていただきたいです。

有料化をすれば確実にごみが減るので、それをどう周知してい

くかというの意味で、瀬戸市はいい事例です。どんどんＰＲして
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ほしいです。

（千頭座長） 瀬戸市には随分前からお伝えしていたのですが、やっと、実行

していただける。

（鏡山構成員） 瀬戸市は今回プラスチック製容器包装の分別が決まって、ご

みが山ほどあったのに、極端に減ったという方がいます。逆に中

には、有料化になるまでこのままいくのだという方もいます。

（新田構成員） プラスチック資源循環促進法が施行されて、取り入れれば、可

燃ごみで出されていたものを分別することができ、ごみが確実

に減ります。是非とも取り入れてほしい。

（千頭座長） はい、貴重なご意見でした。実際は、例えば、今年も流行った

ハンディーファン、手で持てる扇風機、あれなんかは電池の充電

部分をはずさないといけないけど、それを家庭でやるのはすご

く難しいところで。

（鏡山構成員） 有料化に関しての話ですが、アンケートをとると、「有料化す

ると不法投棄が増える」という意見が毎回出ていると思います。

今回、１１月１５日の広報あさひではごみ出しルール守ってく

ださいねと出されていますが、私の住んでいる地域で、ちょうど

私が捨てに行けるところが距離的に２箇所あるのです。片側は

違法シールが貼られると２、３日でなくなりますが、もう一方は

違法シールが貼られても一切、撤去されないのです。国道沿いな

ので越境があることが考えられます。これは市側でパトロール

であったり、確認というような機能だったりをやっていかない

といけないというのは思います。ただ、今後ごみ出しの有料化と

なるならば、町内会自体もなかなか機能できないところなので、

町内会と連携して行う、監視パトロール機能を考える必要性が

あるのかなと思います。それを常にやっていくのではなくて、最

初のうちはやって状況を見てよければ、やめていくというかた

ちでもかまわないと思います。

（千頭座長） 今のシールの件、どう対応されているかを説明をお願いしま

す。

（事務局） ルール違反のものについては、出された方が違反であること

を認識されていない場合もあるため、それをお知らせさせてい

ただくために、簡単な○と×とかでルールを記載したシールを

貼り、残置しています。ただ、夏場は生ごみが臭くなったり、カ

ラスが来たりするので、その辺はご連絡をいただければ、撤去に

伺うようにしております。ですが、腐るなどの影響が少ないもの

については一週間程度様子を見ていただくように、回収依頼の

電話をいただいた際にご説明をさせていただいて、それでもな

くならかった場合は、お電話を再度お願いしますというかたち

で処理をしているのが現状です。
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（鏡山構成員） 実際、先ほどお話したのは、全て不燃ごみでした。袋にも入れ

ないで、この前はフライパンがポンと置いてあった。こうしたご

みが撤去されずにたまれば、みんなここでいいのだというかた

ちになっていくかなという感じがしました。

分別に関する質問で、びん・缶なのですが、今回、ビンの蓋や

金属に関して議会で質問されていたものの回答で、小さなもの

でも仕分けのときに異物となるからため、燃えないごみになり

ますと回答されていたのですが、いま、さんあ～るでざっと調べ

たら、びんの蓋がどういう出し方なのか出てきませんでした。プ

ルトップであけるようなビン、例えばオロナミンＣなどは、実際

にはどういうふうになっているのですか。

（事務局） そうですね、金属製のものは燃えないごみです。

（鏡山構成員） びんの蓋は燃えないごみで、金属だけど缶では出せないとい

うことですね。

（伊藤構成員） ようするにジャムの蓋とかは、缶で捨てたらだめなのですね。

リサイクルひろばに行って、これは次回から燃えないごみで出

してくださいといわれるのですが、お年寄りとか、一人暮らしの

かたは、燃えないごみはほとんどでないと思います。そのほんの

ちょっとのためにあの大きな袋を使うのは抵抗があります。そ

の袋もプラスチックごみで、余分なごみとなります。

リサイクルひろばでも次回からは燃えないごみ、とするので

はなく、リサイクルひろばでの回収品目にするのはどうですか。

（事務局） 処理事業者の処理上、どうしても異物になってしまうため、現

状、缶としての収集やリサイクルひろばでの対象品目とするこ

とは考えていません。

（伊藤構成員） 私はホームページのごみの分別を見たことはないのですが、

どの程度、例えば、ジャムの蓋はどうするかと書いてあるのです

か。

（事務局） 詳細には記載していないと思います。

（伊藤構成員） 若者はどこに捨てたらいいか分からなかったらインターネッ

ト調べるので、充実させた方がいいと思います。

（千頭座長） 市民アンケートを取られたのだったら、ここに関する回答を、

なんらかの形で広報などに載せたりしたらどうでしょうか。

（伊藤構成員） ビンの蓋で、プラスチックのもので、お年寄りとかで取れない

ものはそのままでいいのですか。

（鏡山構成員） 醤油とか今はペットボトルですから、上だけ外して、リングの

プラスチックだけ残ってしまうことがありますよね。

（事務局） 可能な範囲で外していただければ大丈夫です。

（鏡山構成員） さんあ～るでびんを調べると、３０点程びんに関するものが

出てくるのですが、蓋については書いてない。だから、キーワー
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ドの作り方、検索の仕方というのはあるのかなと思う。

（千頭座長） 生ごみの話で、いつも堆肥化とでてきますが、堆肥は我が国で

は余っているし、使う時期の問題もあるし、家庭でもできる堆肥

化ではなく、消滅型の分解菌が今はあるので、生ごみの堆肥では

なく、むしろ分解菌の普及みたいなことを検討していただけた

らと思います。家庭で菜園をお持ちのところは堆肥化して使え

ますけど、ほとんどの家庭は堆肥化してもその先がないわけな

ので。

（千頭座長） 資料３のところで「燃えるごみの戸別収集」についてはいかが

でしょうか。

（鏡山構成員） Ｈ２８のアンケートでは４４.８％が戸別収集を希望なのです

が、この理由はありますか。

（事務局） 戸別収集を求めない方の理由では、「収集作業の増加に伴い費

用が増加するから」が一番多く、それ以外には、「ごみを特定さ

れたくない」とか、「個人情報が心配」という方が多いです。戸

別収集をしたほうがいいという方で多い理由は、「自分のごみに

責任をもってくれるようになるから」などです。

（鏡山構成員） 自分のごみに責任を持ってくれるから、ということは、いいか

げんな人が近くにたくさんにいるからと読み替えられますね。

（新田構成員） 民生委員をやっているのですが、相談があった場合、あさひ訪

問収集制度があるので紹介してくださいというお話はあるので

すが、私が最初に紹介されたときは、あまり積極的にはこちらか

らはいえないという雰囲気がありました。でも、６年間民生委員

をやっていますが、ごみの相談は１件だけです。実際本当に困っ

ている人は他にもいると思いますし、これから増えてくると思

います。

（鏡山構成員） 実際に、家の近くの話ですが、一方の通りは集積所収集で、も

う一方の通りは戸別収集なのです。私が入ったときにはすでに

戸別になっていて、やはり、問題を抱えていたという話は聞きま

した。市に相談されて、戸別収集にすることになったとのことで

した。そういう制度はある程度残しておいていだただないと、新

しい方が入ってきて、いろんな問題が起こると戸別にせざる得

ないこともあるので。

（伊藤構成員） 戸別収集で、道路の関係はどうですか。すごく道路が狭い家も

いっぱいあって。大きい車が入ってくるのも怖いと思います。

（事務局） 古い町並みで集積所が用意されていないようなところや、集

積所を設けられないような狭い道路の地域については、大きな

車両では収集できませんよね。収集員が走ったり、間隔が狭くご

みが出されているところもあります。
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（伊藤構成員） １件ずつの戸別収集はやめてほしいなと思う。

（千頭座長） 軽トラで集めているところもあります。

（大川構成員） ごみの減量などについて、何をどうしたらいいのかが分から

ないところも多いので、新規の事業者に周知していきたいと思

います。

（千頭座長） 新しく小さなお店を開くとか、開業される方に対して、指導要

綱を伝達するとかですね。

（市川構成員） 今後のことについては自分としては福祉の分野ですので、戸

別の訪問収集制度を知ることができて良かったです。いろんな

事業所とか集まる機会に、情報を提供していただけると、また、

広く知れ渡ると思いますので、そういう機会があればいいなと

思います。

（千頭座長） 必要な方に関しては戸別収集でもよいと思います。市全体と

して戸別収集に切り替えますよとすると、コスト面の問題にな

ると思いますので。

（伊藤構成員） あさひ訪問収集ですが、足腰が悪いだけじゃなくて、認知症の

人は今日が何曜日か分からない、といったこともあります。

（鏡山構成員） Ｗｅｂ回答の一番うしろのところで、賃貸物件に触れている

方がいるのですが、賃貸に関しては、オーナー責任を重視してい

ってもいいかと思います。

尾張旭市はどうかわかりませんが、水道などだと退去者がい

たりすると、未納金は住民票でおっかけて出先まで追求する市

町村が多いです。それから退去された後に残金が残っていると

オーナーに支払わせるという条例を作っている市もあります。

こうした状況を踏まえると、オーナーは、ごみに対してもあ

る程度の責任を負っていただかないといけないのかなと思いま

す。説明をきちんとするとか、例えば、違反があればオーナーさ

んそれなりにちゃんとしてくださいよと言っていくのもひとつ

です。

賃貸はどうしても町内会にも入らない方が多く、なかなか地

域と壁ができてしまっているところをオーナーさんにうまくや

っていただく仕組みを少し考えないとと思いました。

（尾川構成員） オーナーさんが近くにいるのだから言えばいいじゃないです

かと言ったら、今は事業者任せだから、オーナーさんは関与せず

のようです。自治会のこともごみ収集に関しても関与せずみた

いな感じです。

（事務局） 管理会社に電話をして、対応お願いしています。

（藤村構成員） シールが貼られて残置されているプラスチックごみを見るの

ですが、ペットボトルが入っているから回収されていないとい

うのが多いようです。私はペットボトルをスーパーに持って行
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くのですが、若い人は持って行かないですよね。だから、プラス

チックごみの中に入れると思うのですが、もう少し、回収ボック

スを公園とか、そういうところに置かれたら出しやすいのかな

と思うのですが。地区によっては、ペットボトルがプラスチック

と考えているところがあるのかもしれないですけど、尾張旭市

は別なので、捨てられる場所が増えるといいと思います。

（事務局） ペットボトルは基本的には、生ごみを捨てるところと場所が

ちょっと違ったり、プラスチック製容器包装とペットボトルは

違うところに出すというようなことを認識されていない方が多

いのかなと思います。

（藤村構成員） めんどうくさいからなのかなと私は思うので、捨てるところ

があちこちにあったらもう少し分別されるのかなと思うのです

が。

（尾川構成員） それは反対です。人間は捨てるところがあると捨てると思い

ます。だからペットボトルの回収箱をそういうところに置かれ

ると、他の物を捨てる可能性があると思います。

うちの近くのごみ集積場は駐車場があって、道路のところで、

集積のスペースを設けてあるから、いろんなところから見える

のですが、この前、プラスチックのごみ袋に、ペットボトルを入

れているものが置いてあって、収集されずシールが貼ってあり

ました。うちから見えるのでどうするか見ていたら、いつの間に

かなくなっていた。このように、地域の目があれば、みなさんも

やめると思います。ペットボトルも、若い人は、スーパーもこれ

だけありますから、学んでいかないと減らないかなと思います。

（鏡山構成員） ペットボトルですが、尾張旭市は拠点回収というかたちをと

られていますが、市町村によっては、ペットボトルの日とプラス

チックの日など、集積所収集をしているところもあります。高齢

者の方、なかなか仕分けするのも大変ですが、拠点というとどう

しても、出すまでが大変です。通常の集積場所でプラスチックな

どと同様に、ペットボトルも収集してもらうという仕組みもひ

とつだと思う。だからといって、混ざることが完全になくなるか

というと無理でしょう。だから戸別収集との連携の中で考えて

いくというのも一つの考え方としてはあると思います。

（千頭座長） ありがとうございました。次回の予定は１月です。次回の議題

はどういった予定でしょうか。

（事務局） 調査・計画が少し進んでいるかと思いますので、その進捗状況

の報告等をさせていただきたいと思います。

いろいろなご意見、参考にしていきたいと思います。ありが

とうございました。次回の開催は１月２４日（火）午前１０時か

ら１１時半を予定しておりますのでよろしくお願いいたします。
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次回は、基本計画のアンケートなどを見ていただきたいと思

います。以上です。

（千頭座長） 本日はこれで終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。


